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大蔵流茂山家狂言台本翻刻

　
　
　

�［
要
旨
］
平
成
二
十
六
年
度
に
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
で
入
手
し
た
大
蔵
流
茂

山
千
五
郎
家
の
狂
言
台
本
二
十
七
冊
の
う
ち
、
茂
山
眞
一
の
署
名
と
「
茂
山
文
庫
」
の
印

の
あ
る
『
鶏
猫
』
と
、
茂
山
社
中
、
橋
本
治
夫
の
署
名
や
印
の
あ
る
『
二
九
十
八
』『
呂
蓮
』

『
長
光
』
の
四
作
品
を
翻
刻
し
た
。

　
　
　

�　

茂
山
眞
一
は
三
世
茂
山
千
作
で
、
現
在
の
茂
山
千
五
郎
家
狂
言
一
八
四
曲
を
整
理
し
た

が
、
当
該
書
も
同
様
に
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
茂
山
家
千
五
郎
家
の
狂
言
を
書
き
留
め

た
資
料
で
あ
る
。
千
五
郎
家
台
本
は
同
時
期
の
和
泉
流
野
村
家
の
台
本
と
比
較
し
、
狂
言

の
特
徴
と
も
い
え
る
サ
行
イ
音
便
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　

�［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
…
茂
山
千
五
郎
狂
言
台
本
・『
鶏
猫
』・『
長
光
』・『
二
九
十
八
』・『
呂
蓮
』・

『
長
光
』・
サ
行
イ
音
便

　

日
本
女
子
大
学
日
本
文
学
科
で
平
成
二
十
六
年
度
に
購
入
し
た
大
蔵
流
茂
山
千
五

郎
家
の
狂
言
台
本
二
十
七
冊
の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年
度
に
『
千
鳥
』『
狐
塚
』『
入

間
川
』『
末
廣
か
り
』
を
翻
刻
し
た
が（

１
）、
今
回
は
、
平
成
二
十
九
年
度
日
本
語
学
演

習
で
取
り
上
げ
た
『
鶏
猫
』『
二
九
十
八
』『
呂
蓮
』『
長
光
』
の
四
作
を
翻
刻
す
る
。

書
誌
な
ど
は
す
で
に
報
告
し
た
が
、『
鶏
猫
』
は
表
紙
に
「
茂
山
文
庫
」
の
印
、
裏

表
紙
に
茂
山
眞
一
の
署
名
と
花
押
が
あ
り
、
他
の
三
作
品
は
「
茂
山
社
中　

橋
本
治

　
大
蔵
流
茂
山
家
狂
言
台
本
翻
刻

　
　
　
　
　

坂
本
清
恵
・
川
上
真
由
子
・
林
美
樹
・
シ
ラ
ー
ジ 

ア
ン
ド
レ
ア

夫
」
に
よ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
茂
山
千
五
郎
家

の
狂
言
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
和
泉
流
野
村
家
の
台
本
と
比
較
す
る
と
、
狂
言
に
特
徴
的

な
サ
行
イ
音
便
の
出
現
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
和
泉
流
野
村
家
の
台
本
に
は
イ
音
便

が
少
な
く
、
大
蔵
流
茂
山
家
の
台
本
に
イ
音
便
が
多
く
、
そ
の
相
違
が
は
っ
き
り
し

て
い
る（

２
）。
ま
た
、
大
倉
浩
氏
が
狂
言
記
正
編
の
イ
音
便
の
例
が
「
さ
す
」
を
は
じ
め
、

全
て
語
幹
末
母
音
が
ア
列
音
の
動
詞
の
例
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が（

３
）、

和
泉
流
野

村
家
台
本
の
イ
音
便
の
例
が
こ
れ
に
合
致
し
、「
致
す
・
被
ら
か
す
・
で
か
す
」
に

の
み
イ
音
便
が
現
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
蔵
流
茂
山
家
の
台
本
に
は
語
幹
末
ア

列
音
で
終
わ
る
「
致
す
・
で
か
す
・
話
す
」
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
列
音
以
外
の
「
隠

す
・
殺
す
・
直
す
・
許
す
」
に
も
イ
音
便
が
現
れ
る
。
前
回
と
今
回
の
合
計
八
作
品

に
お
け
る
サ
行
イ
音
便
と
非
音
便
の
現
れ
方
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
不
明
と
し

た
も
の
は
、
送
り
仮
名
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
狂
言
の
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
サ
行

イ
音
便
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。



16

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 24 号

　
　
　

翻
刻
に
あ
た
っ
て

・
漢
字
か
な
交
じ
り
の
本
文
で
あ
る
が
、
促
音
の
書
き
表
し
方
が
書
写
者
に
よ
っ
て

異
な
り
、
本
文
に
並
書
き
で
書
き
込
ま
れ
る
場
合
、
後
か
ら
本
文
脇
に
「
ツ
」
と
添

え
ら
れ
る
場
合
、
本
文
脇
に
「
ツ
メ
」
と
書
き
添
え
る
場
合
が
あ
る
。
本
文
脇
に
促

音
を
後
か
ら
書
き
入
れ
た
も
の
は
「
ッ
」
と
し
て
本
文
に
組
み
入
れ
た
。

・
節
付
け
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
文
字
の
み
翻
刻
し
、
胡
麻
章
が
施
さ
れ
た
部

分
に
は
傍
点
を
付
し
た
。

・『
鶏
猫
』
に
書
き
込
ま
れ
た
役
柄
な
ど
、
朱
の
書
き
込
み
は
［　

］
に
入
れ
て
示

し
た
。

・『
二
九
十
八
』
に
あ
る
、
本
文
の
左
に
朱
で
書
き
込
ま
れ
た
ト
書
き
は
〈　

〉
で

囲
ん
で
本
文
行
に
翻
刻
を
し
た
。

・「
迠
」
は
「
迄
」
に
翻
刻
し
た
。「
水
」
を
「
氷
」
と
す
る
な
ど
、
明
ら
か
な
誤
字

は
直
し
た
。

　

な
お
、『
鶏
猫
』
の
翻
刻
は
全
員
で
分
担
し
、『
二
九
十
八
』
は
シ
ラ
ー
ジ
・
ア
ン

ド
レ
ア
、『
呂
蓮
』
は
林
美
樹
、『
長
光
』
は
川
上
真
由
子
が
担
当
し
た
。

　
　
　

翻
刻
『
鶏
猫
』

［
内
大
名
］

（
茂
山
文
庫
）

［
内
神
文
］

大
蔵
流

　

鶏
猫　
　

六
義
【
表
紙
】

　
　

鶏
猫

［
大
］
是
は
伊
豫
の
国
の
住
人
。
高
野
の
某
で
す
。
此
間
某
の
秘
蔵
の
猫
が
見
へ
舛

せ
ぬ
に
依
て
。
色
〳
〵
尋
ぬ
れ
共
。
兎
角
行
衛
が
知
れ
舛
せ
ぬ
。
夫
に
付
思
案
を
致

い
た
事
が
御
座
る
。
先
太
郎
官
者
を
呼
出
し
申
付
る
事
が
御
座
（
大
名
物
呼
出
／
常

の
通
り
）【
一
オ
】
汝
を
呼
出
す
は
。
別
成
事
で
も
無
い
兼
て
尋
ぬ
る
。
猫
の
行
衛

は
何
と
し
た
。［
太
］
去
れ
は
其
事
で
御
座
る
我
等
も
方
々
と
詮
義
致
舛
る
が
今
に

知
れ
舛
せ
い
で
。
迷
惑
致
し
舛
る
。　
［
大
］夫
な
ら
ば
。
此
上
は
高
札
に
立
ひ
。［
太
］

畏
て
御
座
る
［
大
］
高
札
の
表
に
は
。
猫
の
行
衛
を
【
一
ウ
】
申
来
る
者
が
有
ら
ば
。

勲
功
は
こ
う
に
依
る
べ
し
と
打
て
を
け
［
太
］
心
得
舛
し
た
。［
大
］
又
申
来
る
者

有
ら
ば
此
方
へ
奏

［
ソ
ー
］を
せ
い
。［
太
］
畏
て
御
座
る
。［
大
］
ヱ
イ
引
［
太
］
ハ
ア
引
［
太
］

扨
も
〳
〵
一
段
の
事
を
仰
出
さ
れ
た
。
急
ひ
で
高
札
を
打
ふ 

是
〳
〵
こ
れ
で
能
ふ

サ行イ音便 サ行非音便 サ行不明
致す　15 貸す 1 思し召す　2
追い走らかす 4 　 指す　1
追い払らかす 1 　 済ます　1
遣す 1 　 出す　2
隠す 1 　 話す　1
翳す 1 　 申す 17 
食わす 1 　 　
殺す　6 　 　
探す 1 　 　
済ます 3 　 　
出す 7 　 　
でかす 2 　 　
直す 5 　 　
流す１ 　 　
成す 3 　 　
話す 5 　 　
囃す 1 　 　
許す 3 　 　



17

大蔵流茂山家狂言台本翻刻

御
座
る
【
二
オ
】［
子
］
罷
出
為
者
は
此
當
り
に
住
居
致
す
者
で
御
座
る
。
此
国
の

守
護
人
。
御
秘
蔵
の
猫
を
失
わ
れ
。
色
〳
〵
御
尋
被
成
る
れ
ど
。
兎
角
知
れ
ぬ
と
有

て
。
猫
の
行
衛
を
申
来
る
者
有
ら
ば
。
勲
功
は
こ
う
に
依
る
べ
し
と
。
高
札
を
打
れ

た
と
申
。
扨
夫
に
付
【
二
ウ
】
御
秘
蔵
の
猫
は
。
某
の
親
が
殺
い
て
御
座
る
。
も
し

此
事
が
。
余
人
の
口
か
ら
御
耳
へ
入
た
な
ら
ば
。
親
子
は
申
に
不
及
。
一
門
迄
も
。

迷
惑
致
す
程
に
此
事
を
某
が
申
上
。
此
度
の
勲
功
に
。
親
の
命
を
申
受
ふ
と
存
る
。

乍
去
。
誠
か
偽
り
か
参
て
見
ふ
と
存
る
。
先
急
で
【
三
オ
】
参
ふ
イ
ヤ
誠
に
。
も
し

此
事
が
誠
で
御
座
ら
ば
。
某
の
望
み
を
叶
へ
て
も
ら
を
ふ
と
存
る
。
イ
ヤ
参
る
程
に

早
是
に
高
札
が
有
る
。す
れ
ば
誠
で
御
座
る
。急
で
此
由
申
上
ふ（
案
内
／
常
通
）［
太
］

案
内
と
は
誰
そ
。［
子
］
高
札
の
表
に
付
て
参
た
物
で
御
座
る
其
通
り
仰
ら
れ
て
被

下
い
。［
太
］其【
三
ウ
】由
申
上
ふ
。
暫
く
夫
に
待
た
し
め［
子
］心
得
舛
し
た
。［
太
］

申
上
舛
る
高
札
の
表
に
付
て
。
稚
い
者
が
参
て
御
座
る
。［
大
］
何
じ
や
高
札
の
表

に
付
て
。
稚
い
者
が
来
た
と
言
か
。［
太
］
左
様
で
御
座
る
。［
大
］
夫
は
一
段
の
事

じ
や
。
早
ふ
是
へ
通
せ
。
畏
て
御
座
る
。
イ
ヤ
能
ふ
〳
〵
斯
通
【
四
オ
】
通
ら
し
め
。

［
太
子
］
畏
て
御
座
る
。［
太
］
申
此
者
で
御
座
る
。［
大
］
ヤ
イ
〳
〵
汝
は
何
く
の

者
じ
や
。［
子
］
私
は
此
當
り
の
者
で
御
座
る
。［
大
］
そ
ち
は
猫
の
行
衛
を
知
て
い

る
か
。［
子
］
如
何
に
も
存
て
居
り
舛
る
。［
大
］
夫
な
ら
ば
何
者
が
捕
へ
て
い
る 

早
ふ
言
て
聞
せ
い
。［
子
］
何
が
扨
【
四
ウ
】
申
上
舛
せ
ふ
が
。
高
札
に
は
。
勲
功

は
功
に
寄
る
べ
し
と
御
座
る
が
。
若
是
が
誠
で
御
座
ら
ば
。
私
の
望
み
を
叶
へ
て
被

下
る
ゝ
か
。［
大
］
何
成
共
叶
へ
て
と
ら
せ
ふ
。［
子
］
迚
も
の
事
に
御
誓
言
を
以
て

承
り
度
ふ
御
座
る
。［
大
］
弓
矢
八
幡
偽
り
は
言
わ
ぬ
。
早
ふ
言
て
聞
せ
い
。［
子
］

夫
な
ら
は
申
上
舛【
五
オ
】せ
ふ
。此
所
の
。藤
三
郎
と
申
者
が
殺
い
て
御
座
る
。［
大
］

何
藤
三
郎
が
殺
い
た
。 

［
子
］
中
〳
〵
。［
大
］
言
語
同
断
悪
い
奴
じ
や
。
す
れ
ば

碇
と
見
届
た
か
。［
子
］
加
様
申
上
舛
る
か
ら
は
。
偽
り
は
申
舛
せ
ぬ
。［
大
］
夫
な

ら
ば
汝
を
。
後
日
の
證
據
に
立
る
程
に
そ
ふ
心
得
い
。［
子
］
畏
て
御
座
る
【
五
ウ
】

［
大
］
先
夫
へ
寄
て
い
よ
。［
子
］
心
得
舛
し
た
［
大
］
ヤ
イ
〳
〵
太
郎
官
者
。［
太
］

何
事
で
御
座
る
。［
大
］
今
の
を
聞
た
か
。［
太
］
如
何
に
も
承
て
御
座
る
。［
子マ

マ

］

扨
〳
〵
憎
い
奴
じ
や
。
急
ひ
で
藤
三
郎
を
引
立
て
来
い
。［
太
］
畏
て
は
御
座
れ
共
。

ア
ノ
藤
三
郎
は
。
日
頃
心
得
た
者
で
御
座
る
に
依
て
【
六
オ
】
私
一
人
で
は
成
舛
る

ま
い
。［
大
］ム
ヽ
夫
な
ら
は
両
人
の
者
を
も
連
て
行
け
。［
太
］心
得
舛
し
た
。［
大
］

亦
ぬ
か
る
な
。［
太
］
ぬ
か
る
事
で
は
御
座
ら
ぬ
。［
大
］
早
ふ
行
け
。［
太
］
畏
て

御
座
る
。［
大
］
ヱ
イ
引
［
太
］
ハ
ア
引　

能
〳
〵
両
人
の
者
を
り
や
る
か
［
両
］
是

に
い
る
。［
太
］
兼
て
御
尋
ね
な
【
六
ウ
】
さ
る
ゝ
。
猫
の
行
衛
が
知
れ
ぬ
と
有
て
。

高
札
を
立
さ
せ
ら
れ
た
れ
ば
。
此
所
の
藤
三
郎
が
殺
い
た
と
言
て
。
証
人
致
い
た
者

が
有
に
依
て
。
急
で
藤
三
郎
を
召
と
れ
と
仰
付
ら
れ
た
が
。
き
奴
は
。
日
頃
心
得
た

者
じ
や
に
依
て
す
は
参
る
ぞ
懸
か
る
ぞ
で
は
【
七
オ
】
召
取
ら
れ
ま
い
が
。
何
と
し

た
物
で
有
ふ
ぞ
。［
次
］
お
し
や
る
通
り
き
奴
は
日
頃
大
力
な
者
じ
や
に
依
て
聊
爾

に
は
召
取
ら
れ
ま
い
が
。
何
と
が
能
か
ろ
ふ
ぞ
。［
三
］
誠
に
何
と
た
物
で
有
ふ
ぞ
。

［
太
］
イ
ヤ
能
い
事
が
有
る
。
先
が
先
へ
往
て
案
内
を
乞
う
て
呼
出
そ
ふ
程
に
。
和

御
【
七
ウ
】
料
達
は
間
合
を
見
て
縄
を
か
け
さ
し
め
。［
両
］
是
は
一
段
の
調
儀
で

お
り
や
る
。［
太
］
夫
な
ら
ば
身
共
は
先
へ
行
程
に
。
つ
が
い
の
抜
け
ぬ
様
に
来
て

呉
さ
し
め
。［
両
］
心
得
た
。［
太
］
必
ぬ
か
る
ま
い
ぞ
。［
両
］
ぬ
か
る
事
で
は
無
い
。

早
ふ
行
か
し
め
心
得
た
。［
太
］
何
と
ぞ
ま
ん
ま
と
【
八
オ
】
し
お
ふ
せ
度
い
物
じ

や
イ
ヤ
参
る
程
に
早
是
じ
や
。
先
案
内
を
乞
（
案
内
／
常
通
）［
太
］
今
来
る
も
別

成
事
で
も
お
り
無
い
。
頼
ふ
だ
御
方
チ
ト
そ
な
た
に
急
な
御
用
が
有
と
の
事
じ
や
急

で
御
出
や
れ
。［
仕
手
］
何
某
に
急
の
御
用
。［
太
］
中
〳
〵
。［
仕
手
］
イ
ヤ
夫
な

ら
は
追
付
て
行
う
。【
八
ウ
】［
太
］
サ
ア
〳
〵
お
り
や
れ
〳
〵
。［
仕
手
］
参
る
〳
〵
。

扨
某
に
急
な
御
用
と
は
何
で
有
ふ
ぞ
。［
次
］
がツ

メき
め
。［
仕
手
］
何
と
す
る
。［
三
］

取
た
ぞ
。［
仕
手
］
憎
い
奴
の
。［
太
］
サ
ア
〳
〵
早
ふ
縄
を
懸
さ
し
め
〳
〵
。［
次
］

が
きツ

メ

め
。［
仕
手
］
何
と
す
る
。［
次
］
何
と
す
る
と
言
て
覚
が
有
ふ
。［
太
］
出
か
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い
た
【
九
オ
】
〳
〵
。
急
い
で
引
立
て
お
り
や
れ
某
は
申
上
ふ
。［
両
］
心
得
た
サ

ア
〳
〵
行
け
〳
〵
。［
仕
手
］
扨
も
〳
〵
苦
〳
〵
敷
い
事
じ
や
。［
太
］
申
上
舛
る
。

藤
三
郎
を
召
取
て
参
り
舛
し
た
。［
大
］夫
は
出
か
い
た
。
急
で
是
へ
連
て
来
い［
太
］

畏
て
御
座
る
。
サ
ア
〳
〵
早
ふ
【
九
ウ
】
連
て
渡
し
め
。［
両
］
心
得
た
。［
大
］
ヤ

イ
〳
〵
汝
は
某
の
秘
蔵
の
猫
を
殺
た
と
言
が
誠
か
。［
仕
手
］
是
は
思
ひ
も
寄
ら
ぬ

事
を
御
尋
ね
被
成
る
ゝ
。
私
は
左
様
な
猫
は
終
に
見
た
事
も
御
座
ら
ぬ
。［
大
］
イ

ヤ
〳
〵
し
か
と
汝
が
殺
い
た
と
言
者
が
有
つ
ゝ
ま
ず
と
言
へ
。［
仕
手
］
御
詞
を
【
十

オ
】
返
舛
る
は
如
何
が
で
は
御
座
れ
共
。
私
は
曽

［
カ
ツ
］で

存
ま
せ
ぬ
。
夫
は
定
め
て
。
人

違
ひ
で
御
座
ろ
ふ
。［
太
］是
に
は
た
し
か
な
證
據
が
有
が
。夫
で
も
知
ら
ぬ
か
。［
子
］

其
證
據
に
は
。
私
が
立
舛
し
た
。［
仕
手
］ヤ
ア
何
己
が
申
上
た
。［
子
］中
〳
〵
。［
仕

手
］
や
あ
ら
己
は
憎
い
奴
の
。
如
何
に
【
十
ウ
】
稚
い
者
じ
や
と
言
て
。
親
の
と
が

を
申
上
グ
れ
ば
。
汝
迄
御
と
が
め
の
有
事
を
知
て
い
な
が
ら
。
己
の
口
か
ら
申
上
げ
。

親
を
此
様
に
縄
目
に
逢
す
と
言
事
が
有
者
か
乍
去
此
上
は
是
非
に
及
舛
せ
ぬ
真
す
ぐ

に
申
上
せ
ふ
。［
大
］
早
ふ
言
へ
。［
仕
手
］
何
を
隠
し
舛
せ
ふ
ぞ
【
十
一
オ
】
私
も
。

秘
蔵
の
鶏
を
乞
う
て
お
り
舛
る
が
。
此
間
何
ヅ
方
か
ら
や
ら
猫
が
参
り
。
鶏
を
く
わ

へ
て
逃
舛
る
に
依
て
。
何
心
無
ふ
打
殺
い
て
御
座
る
が
。
見
舛
す
れ
ば
承
り
及
ふ
だ
。

御
秘
蔵
の
猫
で
御
座
る
。
若
此
事
が
知
れ
舛
し
た
な
ら
ば
御
咎
め
も
有
ふ【
十
一
ウ
】

と
存
じ
。
深
く
隠
い
て
御
座
る
。
又
是
成
者
は
。
私
の
一
子
で
御
座
る
が
親
を
見
捨

御
忠
節
申
た
者
で
御
座
ろ
ふ
。
殿
の
為
に
は
忠
の
者
。
私
の
為
に
は
。
此
子
が
敵
で

御
座
る
。
乍
去
加
様
に
申
上
舛
る
か
ら
ば
。
何
卒
命
を
助
け
て
被
下
い
。［
大
］
能

ふ
こ
そ
【
十
二
オ
】
申
上
た
れ
。
乍
去
。
汝
が
敵
は
猫
に
て
有
物
を
。
何
と
て
我
等

子
を
敵
と
は
申
ぞ
。［
仕
手
］
是
は
御
詞
と
も
覚
へ
舛
せ
ぬ
。
猫
の
敵
は
に
わ
と
り
。

私
の
敵
は
此
子
て
は
御
座
ら
ぬ
か
。［
大
］
イ
ヤ
〳
〵
猫
の
敵
は
汝
に
定
た
。
と
こ

を
言
へ
は
時
刻
が
移
る
。
只
一
ト
打
に
し
て
遣［

呉
］ふ
。【
十
二
ウ
】［
子
］
ア
ヽ
悲
し
や

先
待
た
せ
ら
れ
い
。［
大
］
何
と
待
て
と
は
。［
子
］
此
度
の
勲
功
に
。
親
の
命
を
助

て
被
下
い
［
大
］
夫
な
ら
ば
な
ぜ
申
上
た
。［
子
］
去
れ
ば
其
事
で
御
座
る
。
若
此

事
が
余
人
の
口
よ
り
御
耳
へ
入
た
な
ら
ば
。
親
子
は
申
に
及
ず
。
一
門
迄
も
迷
惑
致

そ
ふ
と
存
じ
申
上
【
十
三
オ
】
舛
し
た
。
何
卒
此
度
の
勲
功
に
親
の
命
を
助
け
て
被

下
い
。［
大
］
ム
ヽ
汝
の
言
所
は
尤
な
れ
共
。
此
者
は
咎
有
者
じ
や
。
助
く
る
事
は

成
ら
ぬ
。
そ
こ
を
退
け
只
一
ト
打
に
し
て
呉
う
。［
仕
手
］先
待
た
せ
ら
れ
い
。［
大
］

何
と
待
て
と
は
。［
仕
手
］
夫
に
付
思
ひ
出
す
事
が
御
座
る
。【
十
三
ウ
】
昔

敬［
ケ
イ
ヨ
ー
コ
ク
］

養
國
の
民
の
者
病
を
う
け
羊
を
ふ
く
し
て
直
る
と
言
夢
を
見
て
。
帝
御
秘
蔵
の
羊

を
盗
み
。
夫
を
ぶ
く
し
て
息
才
と
は
成
た
れ
共
。
帝
逆

［
ゲ
キ
リ
ン
］

鱗
舛
し
ま
し
高
札
を
立
ら
れ
。

勲
功
に
親
の
命
を
申
請
ん
が
為
。
子
が
證
據
に
立
て
。
命
を
助
た
例タ

ミ
シも
御
座
ら
ば

【
十
四
オ
】
何
卒
私
も
命
を
助
て
被
下
い
［
子
］
其
上
子
が
證
據
に
立
て
。
親
を
殺

さ
せ
て
は
。
天
道
の
罸
も
恐
敷
ふ
御
座
る
に
依
て
。
此
上
は
私
か
ら
先
へ
御
成
敗
被

成
て
被
下
い
。［
大
］
扨
て
〳
〵
。
汝
は
。
年
に
も
似
合
ぬ
こ
び
た
事
を
言
物
じ
や
。

汝
に
は
余
の
褒ホ

ー

賞ビ

を
取
ら
す
る
。
此
【
十
四
ウ
】
者
は
咎
有
者
じ
や
そ
こ
を
退
け
只

一
ト
打
に
し
て
呉
う
。［
子
］す
れ
ば
最
前
の
御
誓
言
の
無
に
被
成
さ
る
ゝ
か
。［
大
］

夫
じ
や
に
依
て
。
汝
を
に
は
。
余
の
望
み
を
叶
へ
て
取
ら
す
る
と
言
に
。［
子
］
何

と
親
を
殺
さ
せ
て
。
私
が
生
て
い
ら
れ
舛
せ
ふ
ぞ
。
此
上
は
。
私
【
十
五
オ
】
か
ら

先
へ
。
御
成
敗
被
成
ね
ば
。
爰
を
一
寸
も
。
動
舛
せ
ぬ
（
大
泣
）［
大
］
下
ア
ノ
夫

で
な
。［
三
人
］
下
あ
ふ
引
。［
一
同
］（
一
同
泣
）［
大
］
天
晴
孝
心
な
者
じ
や
只
一

ト
打
と
は
思
へ
共
。
此
者
の
心
中
を
感
じ
た
れ
は
。
太
刀
の
打
付
け
所
が
無
い
。
最

早
命
を
助
く
る
ぞ
。［
子
］
夫
は
誠
で
御
座
る
か
【
十
五
ウ
】［
大
］
誠
じ
や
。［
子
］

御
真
実
で
御
座
る
か
［
大
］
則
太
刀
も
鞘
に
納
む
る
ぞ
。［
仕
手
／
子
］
ハツ

メア
引
偏

へ
に
命
の
親
と
存
舛
る
［
大
］
早
縄
目
を
と
ひ
て
遣
れ
。［
子
］
畏
て
御
座
る
。［
仕

手
］
是
は
有
難
ふ
御
座
る
［
大
］
何
と
今
は
気
遣
ひ
に
有
たツ

メか
。［
仕
手
］
毎
〳
〵

よ
り
御
気
色
替
ら
せ
ら
れ
て
御
座
る
に
依
て
。
随
分
身
【
十
六
オ
】
の
毛
を
つ
め
て

お
り
舛
し
た
。［
大
］
某
も
毎
〳
〵
よ
り
腹
は
立
た
れ
共
。
此
者
の
心
中
を
感
じ
。
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太
刀
の
打
付
所
が
無
い
に
依
て
。
命
を
助
け
た
。
天
晴
孝
心
な
者
じ
や
随
分
大
切
に

い
た
わツ

メて
取
ら
せ
い
［
仕
手
］
有
難
ふ
御
座
る
。［
大
］
扨
何
ぞ
褒
美
と
は
思
へ
共

何
も
無
い
。【
十
六
ウ
】
是
は
重
代
な
れ
共
。
あ
の
者
へ
ほ
ふ
美
に
取
ら
す
る
。
是

を
持
て
目
出
度
ふ
我
家
へ
帰
り
候
へ
。［
仕
手
］
謡
有、

難、

の、

御、

事、

や、

。
あ、

ら、

有、

難、

の、

御、

事、

や、

。［
地
］
慈、

悲、

有、

る、

殿、

の、

御、

情、

。
咎、

有、

る、

親、

の、

一、

命、

を、

た、

す、

け、

給、

ひ、

し、

志、

。

天シ
ホ
ル

に、

も、

上、

る、

心、

持チ

し、

て、

。
父、

何、

某、

を、

肩、

に、

か、【
十
七
オ
】け、

。
帰、

る、

ぞ、

嬉、

し、

か、

り、

け、

る、

、〳

、〵

。

［
仕
手
］

　
　

一　

小
格
子
着
流
し　
　

一　

腰
帯
無
地

　
　

一　

墨
絵
中
啓　
　
　
　

一　

襟
う
す
者

［
大
名
］

　
　

一　

素
袍　
　
　
　
　
　

一　

洞
烏
帽
子

　
　

一　

紅
白
幅
の
し
目　
　

一　

少
刀

　
　

一　

扇
子　
　
　
　
　
　

一　

紅
ゑ
り

［
子
］

　
　

一　

半
上
下
出
立

［
三
人
］

　
　

一　

半
上
下
出
立

［
作
物
］

　
　

一　

太
刀　
　

一　

葛
桶

　
　

一　

縄
（
腰
布
壱
尺
五
尺
）【
十
七
ウ
】

茂
山
真
一
（
花
押
）【
裏
表
紙
】

　
　
　

翻
刻
『
二
九
十
八
』

（
橋
本
氏
蔵
）

〈
平
物
聟
女
狂
言
〉

大
蔵
流

　
　

二
九
十
八		



六
義

（
橋
本
治
夫
）　　
【
表
紙
】

大
正
拾
三
年
五
月

ア
ド		



乙	

【
表
見
返
し
】

　
　

二
九
十
八

［
仕
手
］〈
名
の
り
ザ
〉 

罷
り
出
為
者
は
此
當
り
に
住
居
致
す
者
て
御
座
る 

某
近
頃

恥
敷
い
申
事
乍
未
だ
定
る
妻
が
御
座
ら
ぬ　

夫
に
付
清
水
の
觀
世
音
は
現
仏
者
じ
や

と
申
に
依
て
是
よ
り
妻
乞
の
祈
誓
を
懸
け
に
参
ふ
と
存
る
先
そ
【
一
オ
】〈
道
行
〉

ろ
り
〳
〵
と
参
ふ
イ
ヤ
誠
に
清
水
の
觀
世
音
は
霊

［
レ
イ
ゲ
ン
］

現
あ
ら
た
に
御
座
る
に
依
て
加
様

に
祈
誓
を
懸
け
た
な
ら
ば
御
利
生
の
無
い
と
申
事
は
御
座
る
ま
い　
〈
真
中
正
向
キ
〉

イ
ヤ
何
か
と
申
内
早
御
前
で
御
座
る　
〈
右
ヘ
見
マ
ワ
ス
〉
ハ
ヽ
ア
毎
参
て
も
夥
敷

い
参
詣
じ
や
先
拝
を
致
そ
う
〈
ザ
ニ
〉　
〈
扇
開
キ
礼
ス
ル
〉
あ
ら
有
難
や
〳
〵
南
無

【
一
ウ
】
大
慈
大
悲
の
觀
世
音
菩
薩
私
未
だ
定
る
妻
が
御
座
ら
ぬ
に
依
て
何
卒
能
い

御
妻
を
授
け
て
被
下
い　

南
無
大
慈
大
悲
の
か
ん
ぜ
音
ぼ
さ
つ　

荒
有
難
や
〳
〵

〈
見
マ
ワ
ス
〉
ハ
ヽ
ア
毎
参
て
も
し
ん
〳
〵
と
し
た
殊
勝
そ
ふ
な
御
前
で
御
座
る　

更
ば
今
宵
は
是
に
て
【
二
オ
】
通
夜
を
致
そ
ふ
か
〈
扇
ス
ボ
メ
ヒ
ザ
ヘ
立
テ
頭
横
ニ

ネ
ム
ル
〉
ハ
ヽ
ア
引
〈
一
足
下
り
扇
開
キ
礼
拝
ス
ル
〉
荒
有
難
や
南
無
大
慈
大
悲
の
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か
ん
ぜ
音
菩
薩
荒
有
難
や
〳
　〵
〈
扇
サ
ス
〉
あ
ら
た
に
御
霊
夢
を
蒙
た　

西
門
の

一
の
き
ざ
橋
に
立
た
せ
置
く
を
汝
の
妻
と
定
め
い
と
の
御
事
じ
や　
〈
立
二
度
道
行

キ
〉
更
は
急
ひ
で
西
門
へ
参
ふ　

イ
ヤ
誠
に
清
水
【
二
ウ
】〈
此
目
分
ニ
女
カ
ズ
キ

カ
ブ
リ
テ
一
ノ
松
ヘ
出
立
居
ル
〉
の
觀
世
音
は
承
り
及
ふ
だ
現
佛
者
で
御
座
る
に
依

て
定
め
て
能
い
御
妻
を
授
て
被
下
る
で
御
座
ろ
ふ　
〈
真
中
〉
イ
ヤ
何
か
と
申
内
早

西
門
へ
参
た　

扨
此
當
り
は
御
妻
ら
し
い
人
は
見
へ
ぬ
が
ど
こ
元
に
〈
笛
ノ
上
ヨ
リ

右
ヘ
見
マ
ワ
シ
〉い
ら
る
ゝ
事
じ
や
知
ら
ぬ〈
女
ヲ
見
て
恥
シ
ソ
ウ
ニ
ス
ル
躰
〉（
笑
）

去
れ
は
こ
そ
あ
れ
へ
や
ご
と
無
い
【
三
オ
】 

御
姿
で
つ
ッ
く
り
と
立
た
せ
ら
れ
た
定

め
て
御
無
相
の
御
妻
で
有
ろ
ふ
が
人
違
ひ
と
云
事
が
有
る
に
依
て
是
は
問
ふ
て
見
ず

は
成
ま
い
が
近
頃
恥
敷
い
事
じ
や
加
様
な
事
と
知
た
な
ら
ば　

誰
そ
人
を
も
頼
ふ
で

参
ろ
ふ
物
を
近
頃
残
念
な
事
を
致
い
た
じ
や
と
言
て
毎
が
毎
【
三
ウ
】
迄
問
ず
に
も

居
ら
れ
ま
い
こ
り
や
恥
し
乍
問
ふ
て
見
う
〈
名
の
り
ザ
ヘ
腰
ヨ
リ
下
タ
デ
合
掌
如
何

ニ
モ
イ
ン
ギ
ン
ニ
口
傳
〉　

ハ
ア
ー
申
〳
　〵

夫
へ
つ
く
り
と
立
た
せ
ら
れ
舛
し
た

は
も
し
や
御
夢
相　
〈
笑
乍
元
ヘ
戻
ル
〉
引
ー
（
笑
）　

如
何
な
〳
〵
中
〳
〵
恥
敷
ふ

て
問
わ
る
ゝ
事
で
は
無
い
〈
見
マ
ワ
ス
〉
誰
そ
通
れ
か
し
人
に
頼
み
度
い
物
じ
や
が

折ヲ
リ

節フ
シ

誰
れ
も
【
四
オ
】
通
ら
ぬ
こ
り
や
の
し
切
て
問
て
見
う　
〈
萬
同
行
〉
ハ
ア
ー

申
〳
〵
夫
へ
つツ

メく
り
と
立
た
せ
ら
れ
舛
し
た
は
も
し
や
御
夢
相
の
御
つ
…
…
（
笑
）

如
何
な
〳
〵
中
〳
〵
恥
敷
ふ
て
問
わ
る
ゝ
事
で
は
無
い
是
は
先
何
と
致
そ
ふ　
〈
ヒ

ザ
一
ツ
打
チ
〉
お
ゝ
夫
〳
〵
男
の
心
と
大
佛
の
柱
は
太
い
上
が
上
に
も
【
四
ウ
】
太

か
れ
と
申
思
ひ
切
て
問
ふ
て
見
う　
〈
萬
同
行
〉
ハ
ア
ー
申
〳
　〵

夫
へ
つ
く
り
と

立
た
せ
ら
れ
舛
し
た
は
も
し
や
御
夢
相
の
御
妻
殿
で
は
御
座
ら
ぬ
か　
［
女
］　

夫ツ
マ

も

無
き
［
仕
手
］
ヤ
ア
引　
［
女
］
我
身
一
ツ
の
小サ
ヨ
ゴ
ロ
モ衣

に
［
仕
手
］
ヤ
ア
〳
　〵
［
女
］

袖
を
片
し
く
獨
り
寝
ぞ
す
る　
［
仕
手
］〈
元
へ
戻
ル
〉
ほ
ふ
こ
り
や
【
五
オ
】
歌
を

詠
ま
せ
ら
れ
た　
（
吟
ズ
）
袖
を
か
た
し
く
ひ
と
り
ね
ぞ
〈
右
袖
見
ル
形
モ
有
〉
す

る
〳
〵
ハ
ヽ
ア
こ
り
や
疑
ひ
も
無
い
御
夢
相
の
御
妻
じ
や　

乍
去
御
迎
を
進
ぜ
ず
ば

成
ま
い
御
宿
を
も
問
て
見
う
〈
萬
〉
ハ
ア
ヽ
申
〳
〵
夫
な
ら
ば
御
迎
を
進
ぜ
度
ふ
御

座
る
が
御
宿
は
ど
こ
元
で
御
座
る
ぞ　
［
女
］
我
宿
は
【
五
ウ
】［
仕
］
ヤ
ア　
［
女
］

春
の
日
奈
良
の
町
の
内　
［
仕
］
ヤ
ア
〳
〵
［
女
］
風
の
當
ら
ぬ
里
と
尋
ね
よ　
［
仕

手
］〈
元
ノ
ザ
ヘ
〉
ほ
ふ
又
歌
を
詠
ま
せ
ら
れ
た
（
吟
ズ
）
風
の
當
ら
ぬ
里
と
尋
ね

よ
〳
〵
ハ
ヽ
ア
引
風
の
當
ら
ぬ
里
な
ら
ば
定
め
て
室
町
の
春
日
町
の
事
で
有
ろ
ふ
是

は
御
宿
は
知
れ
た
が
角

［
カ
ド
］か

ら
【
六
オ
】
何
軒
目
と
言
事
を
問
わ
ず
は
成
ま
い
が　

惣

じ
て
人
に
歌
を
よ
み
懸
ら
れ　

返
歌
を
せ
い
で
は
後
の
世
に
口
無
い
虫
に
生
る
ゝ
と

や
ら
申
何
卒
返
歌
を
致
し
た
い
物
じ
や
が　

イ
ヤ
致
し
様
が
御
座
る
〈
萬
同
行
〉
ハ

ア
引
ゝ
引
春
日
成
る
里
と
は
聞
け
ど
室
町
の
角
よ
り
し
て
は
い
く
つ
め
の
家
【
六
ウ
】

［
女
］
二
九
引
〈
ト
云
テ
直
ニ
幕
ヘ
入
ル
〉［
仕
手
］〈
右
手
サ
ス
〉
ア
ヽ
申
〳
〵
先

ま
た
せ
ら
れ
い
〳
〵
是
は
如
何
な
事
二
九
と
計
り
仰
ら
れ
て
早
ど
れ
へ
や
ら
行
れ
た

ほ下
々

ゝ
身
共
が
憎
い
と
言
事
が
知
ら
ぬ
イ
ヤ
〳
　〵

御
夢
相
の
御
妻
じ
や
物
憎
か
ら
ふ

様
が
御
座
ら
ぬ　

ハ
ヽ
ア
引
こ
り
や
九
九
で
返
事
を
召
さ
れ
【
七
オ
】
た
物
で
有
ろ

ふ　

九
九
な
ら
ば
定
め
て　

二
九
引
十
八
軒
目
の
事
で
有
ろ
ふ　

更
は
急
ひ
で
室
町

へ
参
ふ
〈
道
行
〉
イ
ヤ
誠
に
〈
仕
手
道
行
ノ
間
ニ
女
再
ヒ
笛
ノ
上
ヨ
リ
出
ル
〉
御
夢

相
の
御
妻
は
格
別
じ
や　

歌
を
詠
ま
せ
ら
る
ゝ
三
弦カ

ン

に
も
達
せ
ら
る
ゝ
定
め
て
美
目

も
美
敷
い
事
で
有
ふ
イ
ヤ
何
か
と
申
内
早
室
町
へ
参
【
七
ウ
】
た
先
角
よ
り
〈
名
乗

ザ
ニ
テ
一
軒
言
ニ
大
キ
ク
合
点
ス
ル
右
ヨ
リ
ク
リ
ッ
ト
左
ヘ
マ
ワ
ル
口
傳
〉
し
て
は

一
軒
二
軒　

三
軒　

四
軒　

五
軒
十
軒
十
五
軒　

十
七
軒　

十
八
軒
去
れ
ば
こ
そ
是

じ
や
先
案
内
を
乞
う
物
も
案
内
も　
［
女
］
イ
ヤ
表
に
物
申
と
有
る　

案
内
と
は
誰

そ
ど
な
た
て
御
座
る　
［
仕
手
］
そ
つ
し
な
申
言
乍
若
し
や
此
方
は
最
前
【
八
オ
】

西
門
で
御
目
に
懸
た
御
夢
相
の
御
妻
で
は
御
座
ら
ぬ
か　
［
女
］
如
何
に
も
童
で
御

座
る
［
ー
］
最
前
か
ら
此
方
の
御
出
と
存
じ
待
て
居
り
舛
し
た　
［
仕
手
］
夫
は
幸

の
事
で
御
座
る　
［
女
］
サ
ア
〳
〵
斯
通
ら
せ
ら
れ
い　
［
仕
手
］
す
れ
ば
通
て
も
苦

敷
ふ
御
座
ら
ぬ
か　
［
女
］
中
〳
〵
つ
う
【
八
ウ
】
と
通
ら
せ
ら
れ
い　
［
仕
手
］
夫
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な
ら
ば
真
平
許
さ
せ
ら
れ
い
〈
ト
云
テ
両
人
共
ワ
キ
座
ヨ
リ
間
半
程
右
ニ
正
向
キ
ザ

ス
〉［
女
］〈
仕
手
は
女
ノ
右
ナ
リ
〉
扨
此
方
の
御
出
と
存
じ
竹
筒
を
用
意
致
い
て
御

座
る　
［
仕
手
］夫
は
一
段
の
事
で
御
座
る　

夫
な
ら
ば
開
い
て
参
り
舛
せ
ふ　
［
女
］

夫
が
能
う
御
座
り
舛
せ
ふ〈
後
見
ザ
ヨ
リ
葛
桶
ノ
フ
タ
取
扇
開
キ
盃
ノ
通
リ
〉［
仕
手
］ 

扨
惣
じ
て
婚
禮
の
盃
に
は
【
九
オ
】
女
よ
り
呑
ふ
で
男
へ
さ
す
物
じ
や
と
や
ら
申
舛

る
に
依
て
先
是
は
此
方
よ
り
始
め
さ
せ
ら
れ
い
［
女
］
夫
〈
盃
取
リ
受
ル
〉
な
ら
ば

童
か
ら
頂
き
舛
せ
う　
［
仕
手
］〈
酌
萬
通
リ
〉
則
私
が
御
酌
を
致
し
舛
せ
う
［
女
］

夫
は
慮
外
で
御
座
る　
［
仕
手
］
そ
れ
〳
〵
〳
〵
〳
　〵
［
女
］
お
…
…
丁
度
御
座
る

［
仕
手
］
誠
に
丁
ぞ
御
座
る　
　
［
女
］
頂
舛
る
【
九
ウ
】 ［
仕
手
］
目
出
度
ふ
御
座

る
〈
女
呑
時
ハ
少
し
ハ
ズ
シ
面
見
セ
ヌ
様
ニ
呑
ム
ガ
吉
し
〉
扨
是
を
此
方
へ
進
ぜ
舛

せ
ふ　
［
仕
手
］
と
れ
〳
〵
〈
手
酌
ニ
テ
呑
ム
〉
頂
舛
せ
ふ　

お
ゝ
丁
度
御
座
る
夫

な
ら
ば
私
も
頂
舛
る　
［
女
］
目
出
度
御
座
る
［
仕
手
］
扨
又
是
を
〈
文
句
通
リ
〉

此
方
へ
さ
し
舛
せ
ふ
［
女
］
ど
れ
〳
〵
頂
舛
る
一
ツ
諷
わ
せ
ら
れ
い
［
仕
手
］
心
得

舛
し
た
〈
諷
一
バ
イ
ニ
盃
ヲ
ツ
ク
ナ
リ
〉（
懸、

、

け、

て、
下

通、
、

へ、

や、

ヲ
諷
フ
）［
女
］
ヤ
ン
ヤ

〳
〵
〳
　〵
［
仕
手
］
不
調
法
を
【
十
オ
】
致
い
て
御
座
る
〈
呑
ム
〉　
［
女
］
又
是

を
此
方
へ
進
せ
舛
せ
ふ　
［
仕
手
］
ど
れ
〳
〵
頂
き
舛
る　
［
女
］
又
諷
わ
せ
ら
れ
い

　
［
仕
手
］
心
得
舛
し
た　
〈
手
酌
テ
テ
呑
ム
〉（
千上

、
、
、歳

の、
、

命、
、
下

を、

延、
、

る、

ヲ
諷
フ
）［
女
］

ヤ
ン
ヤ
〳
〵
［
仕
手
］
し
だ
い
〳
〵
に
に
ぎ
や
か
に
成
舛
し
た　
［
女
］
其
通
り
で

御
座
る
〈
取
ツ
テ
呑
ム
〉　
［
仕
手
］ 

扨
盃
事
も
目
出
度
ふ
納
め
舛
せ
ふ　
［
女
］
夫

が
能
う
御
座
【
十
ウ
】
り
舛
せ
ふ
〈
後
見
ザ
ニ
テ
納
メ
テ
元
ヘ
戻
リ
〉［
仕
手
］ 

扨

て
盃
事
も
す
ん
で
目
出
度
ふ
御
座
る
［
女
］
有
難
う
御
座
る　
［
仕
手
］ 

扨
此
方
と

私
は
千
年
も
万
年
も
中
能
う
添

［
ソ
イ
］い
舛
せ
ふ
ぞ　
［
女
］　

近
頃
嬉
［
ウ
レ
］敷
ふ
御
座
る　
［
仕

手
］
夫
な
ら
ば
對

［
タ
イ
］め
ん
を
致
そ
う
程
に
其
か
づ
き
を
取
ら
し
め　
［
女
］〈
カ
ブ
リ
フ

ル
〉
童
は
恥
し
う
【
十
一
オ
】
て
い
や
で
御
座
る
［
仕
手
］
近
頃
尤
な
れ
共
其
儘
同

道
も
成
舛
せ
に
依
て
平
に
お
と
り
や
れ　
［
女
］〈
カ
ブ
リ
フ
ル
〉
童
は
ど
う
有
て
も

恥
敷
う
て
い
や
で
御
座
る　
　
［
仕
手
］
い
や
じ
や
と
言
て
毎
が
毎
迄
其
様
に
し
て

居
ら
る
ゝ
物
か
〈
仕
手
立
テ
カ
ズ
キ
ヲ
取
リ
ニ
行
ク
〉
ど
れ
〳
〵
夫
な
ら
ば
某
が
取

て
進
ぜ
う
〈
女
イ
ヤ
ガ
ル
ヲ
無
リ
ニ
ト
リ
笛
ノ
上
ヘ
捨
ル
〉　
［
女
］
童
は
い
や
で
御

座
る
〳
〵
【
十
一
ウ
】［
仕
手
］〈
後
見
ヨ
リ
カ
ズ
キ
引
ク
〉
更
は
對
面
を
致
そ
う
と

存
る
〈
女
カ
ズ
キ
取
ラ
レ
テ
立
両
袖
ヲ
上
ゲ
正
向
キ
居
ル
仕
手
女
ノ
面
ノ
ゾ
キ
ビ
ツ

ク
リ
ス
ル
〉〈
名
乗
座
ヘ
逃
ル
〉
是
は
如
何
な
事
觀
世
音
も
か
ん
ぜ
お
ん
じ
や　

あ

の
様
な
悪
女
と
何
と
そ
わ
る
ゝ
物
か　

扨
も
〳
〵
苦
〳
〵
敷
い
事
じ
や　
［
女
］　

〈
両
袖
フ
リ
乍
仕
手
ノ
左
手
ヲ
取
リ
引
戻
ス
〉
イ
ヤ
申
〳
〵
此
方
は
ど
れ
へ
行
か
せ

ら
る
ぞ
千
年
も
萬
年
も
中
能
う
そ
ふ
と
は
【
十
二
オ
】
仰
ら
れ
ぬ
か
何
卒
童
が
添［

ソ
バ
］ば

に
居
て
被
下
い
の
引
〳
　〵
［
仕
手
］〈
迷
感
ソ
ウ
ニ
〉
ア
イ
ヤ
ど
れ
へ
も
参
ら
ぬ
ち

と
忘
れ
た
物
が
有
る
い
て
取
て
〈
フ
リ
ハ
ナ
ス
〉
参
ろ
ふ　
［
女
］
イ
ヤ
申
〳
〵
〳

〵
〳
〵
〈
又
引
戻
ス
〉
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
物
が
御
座
ら
ば
童
が
方
よ
り
人
を
遣
り
舛

せ
ふ
何
卒
童
が
そ
ば
に
い
て
被
下
い
の
引
〳
〵
［
仕
手
］ 

ア
【
十
二
ウ
】〈
右
脇
腹

ヲ
サ
ヘ
ル
〉
ア
ヽ
痛
〳
〵
〳
〵
［
女
］
お
ゝ
何
と
被
成
舛
し
た
〳
〵
［
仕
手
］
虫
腹

が
い
た
い
い
て
薬
り
を
取
て
〈
引
ハ
ナ
ス
〉
参
ふ
［
女
］ 〈
引
戻
ス
〉
イ
ヤ
申
〳
〵

御
く
す
り
な
ら
ば
童
が
方
に
能
い
の
が
御
座
る
何
卒
童
が
そ
ば
に
い
て
被
下
い
の
〳

〵
［
仕
手
］
夫
な
ら
ば
有
様
を
申
そ
う
か　
［
女
］
有

［
ア
リ
ヨ
ー
］

様
を
仰
ら
れ
い　
［
仕
手
］
有

様
は
【
十
三
オ
】 ［
女
］（
返
す
）
忘
れ
た
物
も
無
し
〈
ナ
シ
〉（
返
す
）［
仕
手
］
腹

も
痛
ふ
は
無
け
れ
共
〈
な
け
れ
共
〉（
返
す
）［
仕
手
］
難
方
身
共［

じ
］や

と
言
て
此
方
の

様
な
悪
女
と
〈
女
ヲ
突
コ
カ
シ
両
袖
打
〉
何
と
そ
わ
る
ゝ
物
か
〈
払
ヒ
逃
込
ム
〉
ア
ヽ

う
る
さ
や
な
〳
〵
許
い
て
く
れ
い
〳
〵
〳
　〵
［
女
］〈
コ
カ
サ
レ
テ
両
袖
ハ
ラ
ヒ
追

込
ム
〉
ア
イ
タ
〳
〵
い
や
申
〳
〵
〈
如
何
ニ
モ
優
ナ
ル
女
ラ
シ
ク
形
ス
ル
〉
童
を
此

様
に
し
て
ど
ち
へ
行
か
せ
ら
る
ゝ
童
も
一
し
よ
【
十
三
ウ
】
に
つ
れ
て
い
て
被
下
い

の
先
ま
た
せ
ら
れ
い
の
〳
〵
〳
〵
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［
仕
手
］

一　

半
上
下
出
立

［
乙
］

一　

女　
　

出
立

一　

乙
面　
　

一
縫
袖　

か
ず
き
に
す
る　

［
作
物
］

一　

葛　

桶
【
十
四
オ
】

茂
山
社
中

橋
本
治
夫
（
橋
本
氏
蔵
）【
裏
表
紙
】

翻
刻
『
呂
蓮
』

　
（
橋
本
氏
蔵
）

［
平
物
出
家
座
頭
狂
言
］

大
蔵
流

　

呂
蓮　
　

六
義

　
　
　
　
（
橋
本
治
夫
）【
表
紙
】

大
正
拾
三
年
三
月

ア
ド　
　

呂
蓮
【
表
見
返
し
】

　
　
　

呂
蓮

是
は
遥
か
遠
国
方
の
出
家
で
御
座
る 

某
未
だ
上
方
を
存
舛
せ
ぬ
に
依
て
此
度
思
ひ

立
都
へ
登
り
名
所
旧
跡
残
る
所
無
ふ
一
見
致
そ
ふ
と
存
る 

先
そ
ろ
り
〳
〵
と
参
ふ 

イ
ヤ
誠
に
出
家
と
申
者
は　

若
い
時
に
修
行
を
致
さ
ね
ば
【
一
オ
】
年
寄
て
口
が
き

か
れ
ぬ
と
申
程
に 

ふ
と
思
ひ
立
て
御
座
る 

是
は
如
何
な
事 

未
だ
程
も
参
ら
ぬ
に
早

日
が
暮
る 

更
は
此
當
り
で
宿
を
取
ふ
と
存
る 

物
申
案
内
申　
　

イ
ヤ
表
に
物
申
と

有
る 

案
内
と
は
誰
そ 

ど
な
だ
で
御
座
る　
　

行
暮
た
修
【
一
ウ
】
行
者
で
御
座
る 

一
夜
の
宿
を
借
て
被
下
い　
　

安
い
事
か
し
て
進
ぜ
舛
せ
ふ 

斯
通
ら
せ
ら
れ
い　

夫
は
有
難
ふ
御
座
る　
　

つ
ふ
と
通
ら
せ
ら
れ
い　
　

心
得
舛
し
た　

其
當
り
に
と

ふ
ど
御
座
れ　

是
は
か
ま
わ
せ
ら
る
ゝ
な　
　

ヤ
イ
〳
〵 

旅
の
御
出
家
を
壱
人
御

【
二
オ
】
宿
申
た
程
に 

一
飯
を
拵
へ
い　

ヱ
引　

イ
ヤ
申
〳
〵 

チ
ト
御
く
た
ひ
れ
も

退
舛
し
た
か　

イ
ヤ
諸
々
を
巡
る
者
の
事
で
御
座
る
に
依
て　

さ
の
み
草
臥
も
致
ま

せ
ぬ　
　

夫
は
何
よ
り
で
御
座
る 

扨
私
は
此
當
り
で
も 

つ
ふ
ッ
と
志
の
深
い
者
で

御
座
る
に
依
て
【
二
ウ
】
旁
の
様
な
旅
の
御
出
家
を
見
れ
ば 

悦
ふ
で
御
宿
致
す
事

で
御
座
る 

今
宵
は
近
頃
む
さ
く
ろ
敷
い
所
へ
御
留
申
面
目
も
御
座
ら
ぬ　
　

扨
〳

〵
夫
は
奇
特
な
事
で
御
座
る
出
家
と
申
者
は
人
の
哀

ア
ワ
レ
ミか
無
ふ
て
は
旅
は
成
ら
ぬ
と
申

物
て
御
座
る
【
三
オ
】
今
宵
は
御
宿
を
頂
祝
着
に
存
舛
る　
　

扨
只
今
一
飯
を
申
付

舛
し
た
に
依
て
程
無
ふ
出
来
舛
ふ 

何
卒
御
草
臥
に
も
御
座
ろ
ふ
か 

其
間
に
御
教
化

を
被
成
て
被
下
ふ
な
ら
ば 

忝
ふ
御
座
る　
　

何
教
化
が
聴
度
い
と
仰
ら
る
ゝ
か　

　

中
〳
〵
。【
三
ウ
】
扨
〳
〵
脩シ

ユ
シ
ヨ
ー

生
な
事
じ
や 

安
い
事
話
い
て
聞
せ
舛
ふ 

能
ふ
聴

せ
ら
れ
い　
　

畏
て
御
座
る　
　

別
に
教
化
と
申
て 

六
ヶ
敷
い
事
で
も
御
座
ら
ぬ 

只
後
生
を
願
へ
と
申
事
で
御
座
る　
　

有
難
ふ
御
座
る
此
方
程
加
報
な
御
方
は
御
座

ら
ぬ 
先
見
舛
た
處
家
居
も
つ
き
【
四
オ
】
〳
〵
敷
ふ
御
座
る 

定
め
て
御
子
達
も
数

乍
御
座
ろ
ふ　
　

如
何
に
も
御
座
る　
　

す
れ
は
此
世
の
願
は
サ
ッ
ト
す
ん
だ
と
申

物
で
御
座
る 
イ
ヤ
〳
〵
左
様
で
は
御
座
ら
ぬ 

只
今
日
を
う
か
〳
〵
と
暮
る
分
の
事

で
御
座
る　
　

イ
ヤ
〳
〵
惣
じ
て
人
間
の
身
の
上
の
願
い
【
四
ウ
】
と
申
物
は 

限

り
の
無
い
物
で
御
座
る
て 

名
利
名
聞
に
溺
れ 

欲
に
よ
く
を
重
ね 

今
日
只
た
る
を
知
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ら
ぬ
が
人
間
の
情
で
御
座
る 

ハ
ア
引　
　

生
者
必
滅
と
申
て
此
世
へ
生
ず
る
物
は

必
めツ

メす
と
云
事
を
皆
人
事
に
口
に
は
云
へ
ど
も 

正
敷
我
身
の
上
【
五
オ
】
に
有
を

知
ら
ぬ 
果
な
い
浮
世
で
御
座
る
に
依
て 

只
後
生
を
願
わ
せ
ら
れ
た
が
能
ふ
御
座
る

　
　

有
難
ふ
御
座
る　
　

惣
じ
て
人
間
の
命
の
果
い
事
は 

風
の
前
の
灯
火 

水
の
上

の
あ
わ 

雷（
マ
ゝ
）光
朝
露 
石
の
火
よ
り
も
未
だ
果
な
い
人
間
の
命
で
御
座
る
【
五
ウ
】
既

に
朝
開
暮
落
と
申
て
朝
㒵
の
花
に
も
た
と
へ
置
れ
て
御
座
る 

朝
と
申
物
は
花
は
華

麗
な
物
で
御
座
る
が 
早
朝
に
は
開
き
日
の
出
す
る
に
従
て
し
ぼ
み 

夕
辺
に
は
ホ
ロ

リ
と
落
る　

人
間
も
其
事
く
け
ふ
有
て
あ
す
無
い
命
出
る
息イ

キ

引
く
【
六
オ
】
息
を
待

た
ぬ
果
な
い
浮
世
で
御
座
る
に
依
て 
只
後
生
を
願
わ
せ
ら
れ
た
が
能
ふ
御
座
り
舛

せ
ふ 

有
難
ふ
御
座
る　
　

何
と
此
生
者
必
滅
が
御
合
点
が
参
り
舛
し
た
が 

得
と
合

点
致
い
て
御
座
る　
　

イ
ヤ
是
さ
へ
御
合
点
が
参
れ
は
外
に
申
事
は
御
座
ら
ぬ　
　

下
手
の
【
六
ウ
】
長
談
儀
は
高
座
の
さ
ま
た
げ
と
や
ら
申
舛
る 

今
宵
は
是
に
て
仕

舞
舛
せ
ふ　
　

扨
も
〳
〵
有
難
御
教
化
を
初
め
て
承
て
御
座
る 

扨
御
坊
に
チ
ト
御

願
が
御
座
る 

夫
は
又
如
何
様
な
願
で
御
座
る 

私
兼
〳
〵
出
家
に
成
度
〳
〵
と
存
る

處 

只
今
の
御
教
化
を
承
て
【
七
オ
】
得
道
致
い
て
御
座
る 
何
卒
此
方
の
御
弟
子
に

被
成
法
躰
に
さ
せ
て
被
下
ふ
な
ら
ば
忝
ふ
御
座
る　
　

何
出
家
に
成
度
と
仰
ら
る
ゝ

か　
　

中
〳
〵
扨
〳
〵
奇
特
な
事
〳
〵
御
座
る 

乍
去
此
出
家
と
申
物
は
朝
夕
の
勤

行
の
又
は
旦
那
あ
し
ら
い
の
と
申
て
中
〳
〵
六
敷
い
物
で
御
座
る
【
七
ウ
】
其
上
加

様
な
事
は
御
一
門
衆
や
又
御
内
儀
共
御
相
談
被
成
御
得
心
の
上
な
ら
で
は
成
ら
ぬ
事

で
御
座
る 

去
れ
ば
其
事
で
御
座
る 

最
前
も
申
通
り
私
は
常
〳
〵
志
の
ふ
か
い
者
で

御
座
て　

毎
ぞ
は
法
躰
致
ふ
と
存 

一
門
衆
や
女
共
に
も
相
談
の
致
し
何
れ
も
得
心

【
八
オ
】
致
い
て
お
り
舛
る
に
依
て
是
非
共
法
躰
に
さ
せ
て
被
下
い　

す
れ
ば
御
一

門
衆
や
御
内
儀
に
も
御
得
心
の
上
で
御
座
る
か　
　

左
様
で
御
座
る 

其
儀
な
ら
ば

兎
に
角
も
で
御
座
る 

先
つ
む
り
を
も
な
せ
ら
れ
い　
　

心
得
舛
し
た　
　

何
と
能

ふ
も
め
舛
し
た
か　
　

一
段
と
能
む
め
ま
し
た
【
八
ウ
】
夫
な
ら
ば
そ
れ
へ
出
さ
せ

ら
れ
い 

畏
て
御
座
る　
　

先
三
帰
五
戒
を
授
け
舛
る　

南
無
帰
依
佛
〳
　〵

南
無

帰
依
法
引
〳
　〵

南
無
帰
依
僧
〳
〵
南
無
帰
依
佛
教　

〳
〵
帰
依
法
教
〳
　〵

帰
依

僧
教
〳
　〵

ゾ
リ
〳
〵
〳
〵
〳
〵 

ハ
ヽ
ア
一
段
【
九
オ
】
と
能
ふ
御
座
る　
　

ハ
ヽ

ア
御
蔭
で
さ
ぱ
り
と
致
い
て
御
座
る　
　
　

扨
此
方
に
は 

衣
の
御
用
意
は
御
座
る

か 

左
様
な
者
は
用
意
致
舛
せ
ぬ 

幸
是
に
愚
僧
の
懸
替
の
衣
が
御
座
る 

是
を
此
方
へ

き
せ
て
進
ぜ
舛
せ
ふ　
　

是
は
何
か
ら
何
迄
も
慮
外
で
御
座
る 

何
と
能
似
合
【
九

ウ
】
舛
る
か　
　

一
段
と
能
ふ
似
合
舛
る 

迚
も
の
事
に
得
と
見
て
被
下
い 

前
か
ら

見
て
も
後
か
ら
見
て
も
殊
の
外
能
僧
柄
で
御
座
る 

夫
は
悦
敷
い
事
で
御
座
る 

未
た

チ
ト
御
願
が
御
座
る　
　

夫
は
又
如
何
様
な
事
で
御
座
る　
　

何
卒
名
を
付
け
て
被

下
い　
　

何
名
を
【
十
オ
】
名
を
付
け
て
呉
い　
　

中
〳
〵 

只
今
迄
の
御
名
は
何

と
申
舛
る 

只
今
迄
は
治
夫
と
申
と
申
舛
る 

何
治
夫
〳
〵 

一
段
と
能
ふ
御
座
る 

治

夫
に
し
て
置
せ
ら
れ
い　
　

夫
で
は
何
と
や
ら
出
家
ら
し
ゆ
御
座
ら
ぬ
に
依
て
何
卒

法
名
を
付
て
被
下
い　
　

何
法
名
が
【
十
ウ
】
付
て
ほ
し
い　
　

中
〳
　〵
　

近
頃

安
い
事
で
は
御
座
れ
共
是
は
又
此
方
に
も
定
た
旦
那
寺
も
御
座
ろ
ふ
程
に　

あ
れ
へ

往
て
付
て
貰
わ
せ
ら
れ
い　
　

成
程
旦
那
寺
も
御
座
る
が 　

御
坊
の
御
弟
子
成
た

事
で
御
座
る
に
依
て 

や
は
り
御
坊
に
付
て
も
ら
い
度
ふ
御
座
る
【
十
一
オ
】
す
れ

は
是
非
共
で
御
座
る
か　
　

左
様
で
御
座
る　
　

チ
ト
待
て
被
下
い 

心
得
舛
し
た

　
　

是
は
如
何
な
事 

愚
僧
は
今
迄
終
に
人
に
法
名
を
付
た
事
が
御
座
ら
ぬ　

是
は

先
何
と
致
そ
ふ　

イ
ヤ
伊
呂
波
四
十
八
文
字
は
片
の
如
く
存
じ
て
お
り
舛
る
に
依
て

是
を
何
と
【
十
一
ウ
】
哉
引
直
い
て
付
て
遣
ふ
と
存
る 

イ
ヤ
申
〳
〵
早
ふ
付
て
被

下
い 
何
が
扨
付
て
進
ぜ
舛
せ
ふ
が
惣
じ
て
法
名
と
申
物
は
其
家
〳
〵
に
定
まツ
メて 

付

く
字
が
御
座
る
が 

此
方
の
御
家
は
何
と
言
字
を
遣
わ
せ
被
る
　ゝ
　

私
の
家
に
は

代
々
下
モ
に
蓮
の
字
を
付
舛
る
【
十
二
オ
】
れ
ん
の
字
と
は　
　

は
ち
す
の
蓮
で
御

座
る　
　

ヱ
ヽ
は
ち
す
の
蓮
文
字
で
御
座
る
か　
　

中
〳
〵 

夫
な
ら
ば
能
い
名
が

御
座
る
か 　
　

何
と
で
御
座
る　
　

い
れ
ん
坊
と
は
何
と
で
御
座
る　
　

何
い
れ
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ん　

中
〳
〵 

い
れ
ん
何
と
や
ら
気
に
入
舛
せ
ぬ 

は
ゝ
気
に
入
舛
せ
ぬ
か　
　

中
〳

〵
【
十
二
ウ
】
い
れ
ん
気
に
入
ら
ず
は　

は
れ
ん
坊
と
は
何
と
で
御
座
る　
　

是
も

い
や
で
御
座
る　
　

夫
が
い
や
な
ら
ば 

ほ
れ
ん
坊
と
は
何
と
で
御
座
る　
　

其
様

な
い
な
名
は
い
や
で
御
座
る 

も
そツ
メ

と
長
い
名
を
付
て
被
下
い　

ハ
ヽ
ア
長
い
名
が

能
ふ
御
座
る
か　
　

中
〳
〵 

何
と
で
御
座
ろ
ふ
ぞ 

ヲ
ヽ
能
い
【
十
三
オ
】
名
が
御

座
る
は　
　

何
と
で
御
座
る 

ち
り
ぬ
れ
ん
坊
と
は
何
と
で
御
座
る 

是
も
気
に
入
舛

せ
ぬ　
　

夫
が
気
に
入
ら
ず
ば 

よ
た
れ
ん
坊
と
は
何
と
で
御
座
る　
　

是
も
い
や

で
御
座
る 

夫
が
気
に
入
ら
ず
は
や
ま
け
れ
ん
坊
と
は
何
と
で
御
座
る　

是
も
気
に

入
舛
せ
ぬ　

ゑ
ひ
も
せ
す
京
れ
【
十
三
ウ
】
ん
坊
と
付
て
置
し
め　

其
様
な
む
さ
と

し
た
名
は
い
や
で
御
座
る 

扨
〳
〵
此
方
は
名
に
用
が
ま
敷
い
人
じ
や　
　

用
が
ま

敷
ふ
は
な
け
れ
共　

迚
も
付
け
て
も
ろ
ふ
か
ら
な
ら
ば 

も
そ
ッ
と
呼
能
い
よ
い
名

が
付
て
欲
ふ
御
座
る　
　

チ
ト
ま
た
せ
ら
れ
い　
　

心
得
舛
し
た
【
十
四
オ
】
是
は

如
何
な
事
伊
呂
波
四
十
八
文
字
事
〴
〵
く
申
て
御
座
れ
共 

何
れ
も
気
に
入
ら
ぬ
と

申 

最
早
名
が
御
座
ら
ぬ 

是
は
先
何
と
致
そ
ふ　

ヲ
ヽ
夫
〳
〵
能
い
名
が
有
は 

イ
ヤ

申
〳
〵
能
い
名
が
御
座
る
は 

何
と
で
御
座
る　
　

呂
蓮
坊
と
は
何
と
で
御
座
る　

　

何
ろ
れ
ん
【
十
四
ウ
】
中
〳
　〵
　

ろ
れ
ん
一
段
と
気
に
入
舛
し
た　
　

ハ
ヽ
ア

ろ
れ
ん
御
気
に
入
舛
し
た
か　
　

中
〳
〵
ろ
れ
ん
坊
と
き
め
舛
ふ　
　

夫
な
ら
ば
呂

蓮
坊
と
極
め
さ
せ
ら
れ
い　

扨
此
上
は
此
方
の
御
弟
子
に
被
成
れ
て　

諸
国
修
行
を

さ
せ
て
被
下
い　
　

何
が
扨
諸
国
修
行
【
十
五
オ
】
行
を
さ
せ
て
進
ぜ
舛
ふ
ぞ　

イ

ヤ
申
〳
〵
こ
れ
の
ふ
は
ど
れ
に
御
座
る
ぞ 

最
早
一
飯
も
出
来
上
り
舛
し
た 

是
の
ふ

は
ど
れ
に
御
座
る
ぞ 

是
は
如
何
な
事
御
出
家
は
一
人
じ
や
と
仰
ら
れ
た
に
二
人
い

ら
る
ゝ 

イ
ヤ
申
〳
〵
是
の
ふ
は
ど
れ
に
御
座
る
ぞ
〳
〵
【
十
五
ウ
】
是
〳
〵
身
共

じ
や
是
に
居 

女
共
〳
〵
是
に
い
る
と
言
に 

ヨ
引 

ヤ
イ
〳
〵
〳
〵
和
男
己
童
に
相
談

な
し
に 

能
も
〳
〵
坊
主
に
成
お
た
な
〳
　〵
　

扨
〳
〵
そ
な
た
は
わ
ゝ
敷
人
じ
や

　

夫
じ
や
に
依
て
は
兼
〳
〵
出
家
に
成
度
〳
〵
と
言
た
れ
ば 

和
御
料
成
【
十
六
オ
】

て
も
苦
敷
ふ
無
い
と
言
た
で
は
な
い
か　
　

ヱ
ヽ
腹
立
や
〳
〵
あ
れ
は
仮
初
言
に
こ

そ
云
へ 

毎
童
が
坊
主
に
な
れ
と
云
た 

早
元
の
通
り
に
成
を
れ
い　

や
い
〳
　〵
　

其
上
身
共
は
さ
の
み
成
度
ふ
も
成
か
た
が 

ア
ノ
御
出
家
が
坊
主
と
云
物
は
能
い
者

じ
や 

成
れ
〳
〵
と
【
十
六
ウ
】
に
依
て
成
た　

云
分
有
ら
ば　

ア
ノ
御
出
家
に
お

し
や
れ
〳
〵 

す
れ
ば
ア
ノ
出
家
が
坊
主
に
成
れ
と
申
舛
た
が　
　

中
〳
　〵

ヱ
ヽ

腹
立
や
〳
〵 

ヤ
イ
〳
〵
〳
〵
和
坊
主
己
能
ふ
も
〳
〵 

童
の
夫
を
坊
主
に
仕
お
ッ
た

な
〳
　〵

ア
ヽ
是
〳
〵
先
心
を
静
め
て
【
十
七
オ
】
能
ふ
御
聞
や
れ 

夫
じ
や
に
依

て
加
様
な
事
は
御
一
門
衆
や
又
御
内
儀
共
得
と
御
相
談
の
上
な
ら
て
は
成
ら
ぬ
と
申

た
れ
ば 

和
御
料
や
御
一
門
衆
も
皆
御
得
心
の
上
じ
や
に
依
て
是
非
共
坊
主
に
し
て

呉
い
と
お
し
や
ッ
た
に
依
て
剃
た　

云
分
有
ら
ば
御
亭
主
に
【
十
七
ウ
】
お
し
や
れ

〳
　〵

す
れ
ば
童
が
得
心
し
て
い
る
と
申
舛
し
た
か　

中
〳
　〵
　

ヱ
ヽ
腹
立
や
〳

〵
ヤ
イ
〳
〵
和
男
毎
童
が
得
心
じ
や
と
言
た
早
元
の
通
り
に
成
お
れ
い
や
い
〳
〵 

最
前
も
云
通
り
身
共
は
い
や
じ
や
〳
〵
と
云
た
れ
共
ア
ノ
出
家
が
是
非
な
れ
〳
〵
と

言
た
に
【
十
八
オ
】
た
に
依
て
成
た 

云
分
有
ら
ば　

ア
ノ
出
家
に
お
し
や
れ
〳
〵 

身
共
は
知
ら
ぬ
ぞ
〳
〵
〳
　〵

ヱ
ヽ
腹
立
や
〳
　〵

己
喰
裂
て
退
ふ
か
引
裂
い
て
退

ふ
か　

早
元
の
通
り
に
毛
を
は
や
せ
い
や
い
〳
〵 

何
じ
や
元
の
通
り
に
毛
を
は
や

せ　
　

中
〳
　〵

二
三
年
【
十
八
ウ
】
も
し
た
な
ら
ば　

元
の
通
り
に
毛
が
は
ゆ
る

で
有
ふ
ぞ
（
笑
）
ヱ
ヽ
未
だ
其
連
な
事
を
云 

己
喰
裂
て
退
ふ
か
引
裂
て
の
け
ふ
か 

ア
ゆ
る
い
て
呉
い
〳
〵
〳
　〵

ア
ノ
和
坊
主
誰
そ
捕
へ
て
呉
い 

遣
る
ま
い
ぞ
〳
〵

〳
〵
〳
〵
。【
十
九
オ
】

［
仕
手
］

一　

能
力
頭
巾　

一　

無
地
の
し
目

一　

無
地
腰
帯　

一　

寄
水
衣

一　

珠
数　
　
　

一　

扇
子
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一　

脚
伴　
　
　

一　

狂
言
袴
か
ゝ
り

一　

へ
ん
哲
を
竹
に
は
さ
み
左
に
肩
ゲ

一　

剃
刀　

一　

た
す
き
懐
中
ス

［
ア
ド
］

一　

半
上
下
出
立

一　

能
力
頭
巾
懐
中
す
る

［
女
］　

一　

女　

一
式

一　

但
し
仕
手
長
衣
袈
裟
に
て

　
　

出
る
事
も
有
へ
し
【
十
九
ウ
】

　
　

茂
山
社
中

　
　

橋
本
治
夫

（
橋
本
氏
印
）【
裏
表
紙
】

　
　
　

翻
刻
『
長
光
』

（
橋
本
氏
蔵
）

［
平
物
集
狂
言
］

大
蔵
流

　

長
光　
　

六
義

		


（
橋
本
氏
夫
）【
表
紙
】

大
正
拾
三
年
四
月

　

仕
手　

す
つ
ぱ
【
表
見
返
し
】

	

長
光

罷
出
為
者
は 

は
る
か
遠
国
の
者
で
御
座
る 

某
永
々
在
京
致
す
処
に
訴
詔
思
ひ
の
儘

に
相
叶
ひ
安
堵
の
御
教
書
給
わ
り
国
元
へ
の
御
暇
迄
も
被
下
て
御
座
る 

此
様
な
満

足
な
事
は
御
座
ら
ぬ 

扨
に
付
今
日
は
寺
町
の
市
で
御
座
る
に
依
て 

あ
れ
へ
参
り
何

そ
土
【
一
オ
】
産
物
を
調
へ
て
下
ふ
と
存
る
先
そ
ろ
り
〳
〵
と
参
ふ
イ
ヤ
誠
に
国
元

で
は
此
様
な
事
と
は
存
ぜ
い
で
け
ふ
か
あ
す
か
と
唯
待
兼
て
居
る
で
御
座
ろ
戻
て
此

様
子
を
咄
い
た
な
ら
ば
唯
皆
の
者
が
悦
ふ
で
御
座
ろ
ふ
イ
ヤ
参
る
程
に 

早
寺
町
じ

や
チ
ト
見
物
致
そ
ふ 

ハ
ア
是
は
何
じ
や
【
一
ウ
】
こ
り
や
絹
布
店
そ
ふ
な
金
蘭
緞

子
綾
錦 

扨
も
〳
〵
結
構
な
事
か
な　
　

罷
出
為
者
は
洛
中
を
走
り
廻
る 

心
も
直
に

無
い
物
で
御
座
る 

今
日
は
寺
町
の
市
で
御
座
る
に
依
て 

あ
れ
へ
参
り
何
ぞ
能
い
物

も
御
座
ら
ば
調
儀
致
そ
ふ
と
存
る
先
そ
ろ
り
〳
〵
と
参
ふ
イ
ヤ
誠
に
【
二
オ
】
今
日

は
門
出
を
祝
ふ
て
御
座
る
に
依
て
何
ぞ
仕
合
の
無
い
と
申
事
は
御
座
る
ま
い 

イ
ヤ

あ
れ
に
田
舎
者
と
見
へ
て 

賣
物
に
見
入
て
居
る 

見
れ
は
眉
合
の
延
た
奴
で
御
座
る 

其
上
能
い
太
刀
を
持
て
居
る 

チ
ト
當
て
見
ふ
と
存
る　
　

ハ
ア
是
は
何
店
じ
や　

 

ヲ
ヽ
何
み
せ
じ
や
【
二
ウ
】
是
は
子
供
の
持
て
遊
店
そ
ふ
な
誠
に
子
供
の
も
て
遊
び

店
そ
ふ
な
で
ん
〳
〵
太
皷
ふ
り
皷 

ピ
イ
〳
〵
風
車　
　

あ
れ
に
し
ほ
ら
敷
い 

シ
ポ

ラ
ポ
ウ
も
有
は　
　

其
通
り
じ
や 

是
は
如
何
な
事
扨
〳
〵
都
と
申
所
は
由
断
の
な

ら
ぬ
所
じ
や
何
者
や
ら
身
共
の
太
刀
へ
手
を
懸
る
チ
ト
店
【
三
オ
】
を
替
ふ　
　

是

は
如
何
な
事
眉
合
の
延
た
奴
か
と
存
じ
て
御
座
れ
ば
眼
の
鞘
の
は
ず
れ
た
奴
じ
や
ハ

ア
店
を
替
る
そ
ふ
な
今
一
度
當
て
見
ふ
ハ
ア
是
は
何
店
じ
や　
　

ヲ
ヽ
何
店
じ
や　

 
是
は
茶
道
具
店
そ
ふ
な
誠
に
茶
道
具
み
せ
そ
ふ
な 

風
呂
釜 

茶
碗
茶
入 

水
指
し
【
三

ウ
】
水
こ
ぼ
し 

火
箸
羽
箒 

あ
れ
に
能
い
夏
目
も
有
は 

其
通
り
じ
や
ヤ
イ
そ
こ
な
奴 

己
人
の
持
て
い
る
太
刀
に
な
ぜ
佩
ぞ　
　

己
社
人
の
佩
て
い
る
太
刀
に
な
ぜ
手
を
懸

る
是
は
身
共
の
じ
や
こ
ち
へ
を
こ
せ
〳
　〵
　

こ
ち
へ
を
こ
せ
〳
〵
誰
そ
出
手
合
へ
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〳
〵
〳
〵 

ア
ヽ
先【
四
オ
】待
て
〳
〵 

汝
ら
は
此
御
政
道
正
敷
御
代
に
何
事
を
わ
ッ

ぱ
と
云
ぞ
私
の
持
て
い
る
太
刀
を
佩
て
我
物
じ
や
と
申
舛　
　

イ
ヤ
〳
〵
私
の
佩
て

い
る
太
刀
に
手
を
懸
我
物
じ
や
と
申
舛
る　
　

是
は
身
共
の
じ
や 

こ
ち
へ
を
こ
せ

〳
〵
〳
　〵
　

ア
ヽ
こ
り
や
〳
〵
身
共
が
出
て
か
ら
は
【
四
ウ
】
聊
爾
は
成
ら
ぬ
、

先
是
を
身
共
へ
預
け
い　
　

ま
づ 

此
方
は
何
な
た
で
御
座
る　
　

所
の
目
代
じ
や

目
代
殿
な
ら
ば 
き
ッ
と
御
禮
を
申
舛
る　
　

私
も
御
礼
を
申
舛
る 

礼
に
は
及
ば
ぬ 

先
是
を
某
へ
預
け
い　
　

夫
な
ら
ば
預
舛
る
が
必
ア
ノ
者
に
遣
て
被
下
る
な　
　

ヲ
ヽ
遣
る
【
五
オ
】
事
で
は
無
い　
　

申 

チ
ヤ
ト
捕
へ
て
被
下
い　
　

ヤ
イ
〳
〵

汝
も
預
け
い 

私
の
物
で
御
座
る
に
依
て
預
く
る
に
は
及
舛
せ
ぬ　
　

ア
ノ
物
は
預

け
た
に
依
て
汝
も
先
預
け
い 

夫
な
ら
ば
預
舛
る
が 

必
き
や
つ
に
遣
て
被
下
る
な　

 

ヲ
ヽ
遣
る
事
で
は
無
い
ヤ
イ
〳
〵
汝
は
何
国
の
者
な
れ
ば
何
【
五
ウ
】
事
を
は
ッ
ぱ

と
申
ぞ　
　

此
方
も
聞
て
被
下
い
私
は
遙
か
遠
国
方
の
者
で
御
座
る
が 

永
々
在
京

致
所
訴
詔
思
ひ
の
儘
に
相
叶
ふ
て
御
座
る
に
依
て 
近
日
国
元
へ
下
り
舛
る 

夫
に
付

今
日
は
土
産
物
を
調
へ
に
此
所
へ
参
り 

市
立
を
し
て
お
り
舛
る
と
毎
の
間
に
や
ら 

ア
レ 

あ
の
者
が
【
六
オ
】
何
方
か
ら
や
ら
参
て 

私
の
持
て
い
る
太
刀
を
佩
て　
　

我
物
じ
や
と
申
舛
る　
　

夫
を
一
ツ
二
ツ
申
上
て
の
事
で
御
座
る
目
代
殿
な
ら
ば

き
ッ
と
仰
付
ら
れ
て
被
下
い　
　

ア
ノ
者
の
口
を
も
聴
ふ
暫
く
夫
に
待
て 
畏
て
御

座
る　
　

ヤ
イ
〳
〵
汝
は
何
者
な
れ
ば 

何
事
ろ
ん
ず
る
ぞ
【
六
ウ
】
此
方
も
聞
て

被
下
い
（
ア
ド
と
同
断
）
目
代
殿
な
ら
ば
急
度
仰
て
被
下
い　
　

心
得
た
暫
く
夫
に

待
て　
　

心
得
舛
た
是
は
如
何
な
事
ど
ち
ら
を
聴
て
も
同
じ
事
を
申　
　

ヤ
イ
〳
〵

誠
汝
の
物
な
ら
ば 

国
作
を
知
て
い
る
か　
　

中
〳
〵
私
の
太
刀
で
御
座
る
に
依
て

聞
た
よ
り
は
ま
し
に
存
て
【
七
オ
】
居
り
舛
る　
　

夫
な
ら
ば
云
て
見
よ
先
太
刀
は

備
前
物
で
御
座
る 

ホ
ン
備
前
に
取
て
も
名
は
長
光
此
方
も
御
存
じ
で
御
座
ろ
ふ
が

な
が
は
長
う
み
つ
は
光
る
と
書
た
文
字
で
御
座
る
き
や
つ
は
存
舛
る
ま
い
問
て
見
さ

せ
ら
れ
い　
　

心
得
た
（
仕
手
へ
も
ア
ド
へ
云
た
通
り
問
と
仕
手
も
／
ア
ド
と
同
じ

様
に
答
へ
る
也
）【
七
ウ
】
き
や
つ
は
何
も
存
舛
る
ま
い 

問
て
見
さ
せ
ら
れ
い　
　

き
や
つ
は
知
て
い
る
と
云
は　
　

き
や
つ
の
知
ろ
ふ
筈
は
御
座
ら
ぬ
が　
　

暫
く
夫

に
待
て 

畏
て
御
座
る　
　

ヤ
イ
〳
〵
誠
汝
の
物
な
ら
ば 

地
肌
焼
付
を
覚
へ
て
居
る

で
有
ふ　
　

中
〳
〵
覚
へ
て
お
り
舛
る　
　

夫
な
ら
ば
云
て
見
よ
【
八
オ
】
先
鎺
元

よ
り
物
打
迄
は
直
焼
で
御
座
る 

ホ
ウ　
　

夫
よ
り
鋒
へ
懸
て
大
亂
に
乱
焼
で
御
座

て
是
を
物
に
た
と
へ
て
申
そ
ふ
な
ら
ば
霜
月
師
走
の
頃
薄
氷
の
上
ゑ
薄
霜
の
降
懸
た

如
く
く
わ
ツ
〳
〵
と
身
の
毛
も
よ
だ
つ
程
の
恐
い
み
で
御
座
る
き
奴
は
存
舛
る
ま
い

問
て
見
て
被
下
い　
　

心
得
た
【
八
ウ
】（
萬
同
断
仕
手
も
同
断
）
ヤ
イ
〳
〵
誠
汝

の
物
な
ら
ば 

寸
尺
を
知
て
い
る
で
有
ふ　
　

如
何
に
も
存
じ
て
お
り
舛
る
き
奴
は

知
て
い
る
か
問
て
被
下
い
。
心
得
た 

ヤ
イ
〳
〵
誠
汝
の
物
な
ら
ば
寸
尺
を
知
て
い

る
で
有
ふ　
　

如
何
に
も
存
じ
て
お
り
舛
き
奴
は
存
舛
る
ま
い
問
て
見
て
被
下
い　

 

あ
の
者
【
九
オ
】
は
知
て
居
る
と
言
は　
　

ヨ
ウ
き
奴
が
存
じ
て
い
る
と
申
舛
る
か

　
　

中
〳
　〵
　

き
奴
の
知
ふ
様
は
御
座
ら
ぬ
が
夫
な
ら
ば
先
き
奴
か
ら
云
へ
と
仰

ら
れ
い 

心
得
た 

ヤ
イ
〳
〵
先
汝
か
ら
云
て
見
よ
と
言
は　
　

夫
に
付
私
は
田
舎
者

で
御
座
て
物
言
聲
高
に
申
舛
る
に
依
て
定
め
て
き
奴
が
聴
取
り
【
九
ウ
】
口
真
似
を

致
す
者
で
御
座
ろ
ふ
此
度
は 

寸
は 

囁
い
て
申
舛
ふ 

是
は
能
い
所
へ
気
が
付
た 

一

段
と
能
か
ろ
ふ　
　

夫
な
ら
ば 

こ
ち
へ
御
座
れ　
　

心
得
た　
　

申
〳
〵
き
奴
が

承
り
舛
る　
　

心
得
た
ヤ
イ
〳
〵
汝
は
つ
ふ
と
夫
へ
依
て
い
よ　
　

畏
て
御
座
る
寸

は　
　

ヲ
　ヽ
　

寸
は　
　

ヲ
ヽ
【
十
オ
】
イ
ヤ
申
き
奴
が
聞
舛
る　
　

ヤ
イ
〳
〵

汝
は
夫
へ
依
て
い
よ
と
云
に　
　

心
得
舛
た　

寸
は　
　

ヲ
　ヽ
　

寸
は　
　

ヲ
ヽ

で
御
座
る
お
ゝ
一
段
と
能
ふ
言
た
暫
く
夫
に
待
て　
　

畏
て
御
座
る　
　

ヤ
イ
〳
〵

ア
ノ
物
は
言
た
程
に
汝
も
早
ふ
言
へ
（
ア
ド
同
断
）
寸
は
囁
て
申
舛
ふ
夫
が
能
か
ろ

ふ　
　

こ
ち
へ
御
座
れ
【
十
ウ
】
心
得
た　
　

イ
ヤ
申
〳
〵
き
奴
が
承
り
舛
る　
　

汝
は
夫
へ
依
て
居
よ　
　

心
得
舛
し
た　
　

寸
は　
　

ヲ
　ヽ
　

寸
は　
　

ヲ
ヽ

で
ゞ
御
座
る　
　

で
御
座
る
で
は
わ
か
ら
ぬ 

寸
は
何
と
じ
や
早
ふ
云
へ
〳
〵
。
イ
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ヤ
申
き
奴
が
聞
舛　
　

汝
は
夫
へ
依
て
い
よ
と
言
に　
　

畏
て
御
座
る　

寸
は　

ヲ
　ヽ
　

寸
は　
　

ヲ
　ヽ
　

で
ゞ
【
十
一
オ
】
御
座
る　
　

で
御
座
る
で
は
わ
か

ら
ぬ
早
ふ
言
へ　
　

ヤ
イ
〳
〵
早
ふ
云
へ
〳
〵
な
名
は
長
光 

な
が
は
長 

み
つ
は
光

る
と
書
た
文
字
で
御
座
る　
　

夫
は
国
作
で
合
点
じ
や 

寸
は
何
と
じ
や
早
ふ
言
へ

〳
　〵
　

ぱ
ぱ
と
身
の
毛
も
よ
だ
つ
程
の
恐
敷
い
身
で
御
座
る　
　

夫
は
地
肌
焼
付

で
合
点
【
十
一
ウ
】
じ
や　
　

扨
は
水
破
で
有
ふ　

丸
裸
に
し
て
遣
舛
せ
ふ　

最
早

能
ふ
御
座
る
能
ふ
助
か
り
や
〳
〵
ゆ
る
い
て
呉
い
〳
〵
〳
　〵
　

己
憎
い
奴
の　
　

イ
ヤ
申
ア
ノ
様
な
者
を
お
ふ
て
居
り
舛　
　

ち
や
と
捕
へ
い
ア
ノ
水
破 

誰
そ
捕
へ

て
呉
い
遣
る
ま
い
ぞ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。【
十
二
オ
】

［
仕
手
］

一 

中
格
子　
　

一 

色
無
厚
板
／
壺
折
に

一 

ゑ
ん
尾　
　

一 

髭

一 

狂
言
袴　
　

一 

腰
帯

一 

タ
ス
キ
（
女
帯 

腰
帯
／
珠
数 

等
懸
つ
け
る
）

［
ア
ド 

送
と
ほ
り
］

一 

半
上
下
出
立

一 

太
刀　
　
　

一 

脚
伴

［
目
代
］

一 

長
上
下
出
立
【
十
二
ウ
】

茂
山
社
中

橋
本
治
夫　
（
橋
本
氏
印
）【
裏
表
紙
】

注（
１
）
坂
本
清
恵
・
加
野
友
理
・
野
見
山
優
・
野
中
く
れ
あ
（
二
〇
一
六
）「
大
蔵
流
茂
山
家
狂
言

台
本
の
翻
刻
と
紹
介
」『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
二　

（
２
）
坂
本
清
恵
（
二
〇
一
六
）「
現
代
能
楽
の
音
便
」『
論
集
』
十
二

（
３
）
大
倉
浩
（
一
九
九
五
）「
狂
言
記
に
み
る
サ
行
四
段
動
詞
の
イ
音
便
形
」『
文
藝
言
語
研
究
』 

言
語
篇 

二
七

T
ypeset V

ersions of Shigeyam
a Fam

ily K
yogen Scripts of the O

kura 
School: "K

eim
yo," "N

iku Juhachi," "Roren," and "N
agam

itsu"

SA
K
A
M
O
T
O
 K
iyoe, K

A
W
A
K
A
M
I M
ayuko, H

A
Y
A
SH
I M
iki, and 

Szilagyi A
ndrea

［A
bstract

］In the 2014 academ
ic year, the D

epartm
ent of Japanese in 

the Japan W
om
en's U

niversity Faculty of H
um
anities acquired 27 

volum
es of kyogen scripts from

 the Shigeyam
a Sengoro fam

ily of the 
O
kura School of the traditional form

 of Japanese com
ic theater know

n 
as kyogen. T

ypeset versions have been produced of four of these 
w
orks: "K

eim
yo," w

hich bears the signature of Shigeyam
a M
asakazu 

and the "Shigeyam
a Library" seal, and "N

iku Juhachi," "Roren," and 
"N
agam

itsu," w
hich bear the signatures and seals of Shigeyam

a 
m
em
bers and of H

ashim
oto H

aruo.
Shigeyam

a M
asakazu, w

ho is Shigeyam
a Sensaku III, put the 184 

kyogen w
orks that are presently in the Shigeyam

a Sengoro fam
ily 

into organized order, and like them
, the texts here constitute m

aterials 
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docum
enting the kyogen w

orks of the Sengoro branch of the 
Shigeyam

a fam
ily from

 the m
id- to late 1920s. By com

parison w
ith the 

scripts in the N
om
ura fam

ily of the Izum
i School, w

hich are of the 
sam
e period, the scripts in the Sengoro fam

ily are distinguished by 
the m

ore frequent occurrence of "i" onbin in the "sa" colum
n of sounds 

(euphonic sound change from
 "shi" to "i" in w

ords), w
hich is a 

characteristic of kyogen.

［K
eyw

ords

］K
yogen Scripts of the Shigeyam

a Seng F
am
ily, 

"K
eim
yo", "N

iku Juhachi", "Roren", "N
agam

itsu", "i - onbin in the /s/
row
"


